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“季節”

特集



　
令
和
２
～
４
年
度
に
指
定
民

児
協
と
し
て
取
り
組
ん
だ
八
王

子
市
民
児
協
（
20
地
区
、
定
数

４
５
３
名
）
と
武
蔵
村
山
市
民

児
協
（
２
地
区
、
定
数
62
名
）

の
研
究
・
実
践
課
題
の
共
通

テ
ー
マ
は
「
災
害
に
備
え
る
班

活
動
」
で
し
た
。
地
域
性
も
民

児
協
規
模
も
大
き
く
異
な
る
２

地
区
の
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
あ
る

3
年
間
の
実
践
か
ら
、
災
害
に

お
け
る
「
班
」（
近
隣
の
委
員

同
士
の
支
え
合
い
の
仕
組
み
）

の
活
用
は
、
①
的
確
に
情
報
を

伝
達
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た

②
被
災
状
況
の
把
握
に
も
役

立
つ
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

（
※
）「
班
体
制
の
確
立
」
に
つ

い
て
は
「
東
京
版
活
動
強
化
方

策
」
を
参
照
。

◆ 

八
王
子
市
民
児
協 

【
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
委
員
会
】

　
八
王
子
市
で
は
、
以
前
よ
り

災
害
時
の
行
動
指
針
が
あ
り
ま

し
た
が
、今
回
内
容
を
見
直
し
、

か
つ
「
班
」
の
活
用
を
盛
り
込

ん
だ
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
を
行
い

ま
し
た
。
委
員
会
に
は
、
市
民

児
協
会
長
か
ら
選
出
さ
れ
た
９

名
の
ほ
か
、
民
児
協
事
務
局
に

加
え
、
市
の
災
害
援
護
担
当
者

も
毎
回
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
検
討
を
機
に
、
全
地
区

で
班
体
制
を
確
立
。
地
域
の
自

主
防
災
組
織
や
町
会
・
自
治
会

の
活
動
範
囲
を
勘
案
し
、
１
つ

の
班
を
４
～
10
名
で
編
成
し
ま 

し
た
。

　
災
害
時
の
班
員
の
安
否
確
認

方
法
は
、通
常
の
連
絡
網
の
他
、

携
帯
電
話
等
が
使
用
で
き
な
い

場
合
も
想
定
し
、
町
内
掲
示
板

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
た
紙
を

貼
る
な
ど
、
班
ご
と
に
取
り
決

め
て
い
ま
す
。

【
市
の
防
災
の
仕
組
み
と
連
携
】

　
市
の
災
害
援
護
担
当
者
が
毎

回
参
加
し
た
こ
と
で
、
地
域
の

問
題
点
が
見
え
や
す
く
な
る
だ

け
で
な
く
、
議
論
し
た
内
容
を

す
ぐ
に
市
の
防
災
の
仕
組
み

に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
ま 

し
た
。

　
特
に
、高
齢
者
実
態
調
査
と
、

市
の
個
別
避
難
計
画
書
の
作
成

に
つ
い
て
は
、
項
目
の
整
理
だ

け
で
な
く
、
調
査
を
行
う
民
生

児
童
委
員
な
ら
び
に
対
象
と
な

る
高
齢
者
の
負
担
を
考
え
、
同

時
に
行
え
る
よ
う
見
直
し
を
し

ま
し
た
。
留
意
点
や
調
査
の
フ

ロ
ー
（
流
れ
）
図
は
新
任
委
員

に
分
か
り
や
す
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
避
難
行

動
要
支
援
者
（
以
下
、
要
支
援

者
）
の
要
介
護
度
や
高
齢
者
の

世
帯
状
況
な
ど
の
要
件
別
に
、

安
否
確
認
の
担
当
者
（
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
・
民
生
児
童
委
員
等
）

を
明
確
に
す
る
な
ど
、
具
体
的

な
内
容
が
ま
と
め
ら
れ
て
い 

ま
す
。

▲ 令和 3 年度 防災訓練（班集合）

▲ 委員会の様子

災害に備える 
班活動

　指定民児協事業は今日的課題に結び付いた地域福祉
活動の振興策について研究および実践する民児協を都
民連が指定し、全都民生児童	委員活動の充実、強化を
図るものです。
　今回は、令和２～４年度に		
取り組んだ２地区の実践と	 	
成果をご紹介します。

特 

集

（※）東京版活動強化方策について

＊都民連ホームページにアクセス

ー 令和2～4年度 
　指定民児協報告ー
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◆ 
武
蔵
村
山
市
民
児
協 

【
拠
点
避
難
所
リ
ー
ダ
ー
】

　
武
蔵
村
山
市
で
は
、
令
和
元

年
の
改
選
前
に
、
小
学
校
区
の

拠
点
避
難
所
を
単
位
に
４
～
６

名
で
班
を
編
成
し
た
も
の
の
、

そ
の
後
コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
、
班

活
動
も
進
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
、
指
定
民
児
協
を

き
っ
か
け
に
、
災
害
時
の
対
応

に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
災

害
時
対
策
検
討
委
員
会
を
設
置

し
ま
し
た
。
委
員
会
は
、
民
児

協
正
副
会
長
の
他
、
中
学
校
区

ご
と
に
リ
ー
ダ
ー
を
設
け
、
計

11
名
で
構
成
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
実
際
に
動
い
て
み

る
こ
と
を
重
視
し
、
令
和
３
年 

度
は
、
市
が
開
催
す
る
総
合
防

災
訓
練
に
参
加
。
訓
練
終
了
後

に
は
、
民
児
協
独
自
の
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。
班
員
お
よ
び

家
族
の
安
否
、
周
辺
の
避
難
状

況
等
に
つ
い
て
、
班
ご
と
に
緊

急
連
絡
網
を
回
し
、
そ
の
内
容

を
、
リ
ー
ダ
ー
→
単
位
民
児
協

副
会
長
→
同
会
長
→
市
福
祉
総

務
課
と
い
う
順
番
で
報
告
し
ま

す
。
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
、

情
報
が
正
確
に
伝
わ
ら
な
か
っ

た
り
、
時
間
が
か
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
Ｌ
Ⅰ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）

の
グ
ル
ー
プ
機
能
を
活
用
す
る

な
ど
、
実
践
か
ら
明
ら
か
に

な
っ
た
課
題
に
基
づ
い
て
内
容

を
見
直
し
ま
し
た
。

【
要
支
援
者
名
簿
を
格
納
】

　
要
支
援
者
名
簿
は
、
災
害
時

に
持
ち
出
せ
な
か
っ
た
り
、
個

人
情
報
を
持
ち
歩
く
こ
と
を
避

け
る
た
め
、
拠
点
避
難
所
（
小

学
校
）
に
民
児
協
専
用
の
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
を
置
き
、
災
害
発
生

の
際
に
市
職
員
が
名
簿
を
格
納

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
民
生

児
童
委
員
の
み
が
知
っ
て
い
る

暗
証
番
号
で
開
錠
し
ま
す
。
令

和
４
年
度
は
、民
児
協
主
催
で
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
市
防
災
安

全
課
の
ほ
か
、
自
治
会
と
も
連

携
し
て
要
支
援
者
に
安
否
確
認

の
電
話
を
す
る
な
ど
、
シ
ナ
リ

オ
に
沿
っ
た
訓
練
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

～
班
活
動
の
意
義
～ 

　

２
地
区
の
実
践
の
よ
う
に
、

少
人
数
で
動
け
る
班
は
災
害
時

の
対
応
に
役
立
ち
ま
す
。
も
し

も
の
時
に
備
え
、
協
力
で
き
る

よ
う
、
平
常
時
か
ら
班
員
同
士

が
気
軽
に
相
談
し
合
え
る
関
係

を
築
い
て
お
く
こ
と
は
大
切
で

す
。
ご
地
元
で
も
班
活
動
を
検

討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▲ 令和 4 年度 防災訓練（名簿確認）

▲ 令和 3 年度 防災訓練（班集合）

＜参考情報＞全民児連発行『災害に備える民生委員・児童委員活動に関する指針（改訂第４版）』�
令和５年６月に単位民児協会長と行政宛に送付されていますが、全民児連ホームページにデータが掲載されています。

★民児協の取り組み方針等を検討するに当たって、ぜひ参考にしてみてください。

≪災害に備える民生委員・児童委員活動10か条≫
第 1 条 自分自身と家族の安全確保を最優先に考える
第 2 条 無理のない活動を心がける
第 3 条 「地域ぐるみ」で災害に備える
第 4 条 災害への備えは日ごろの委員活動の延長線上にあることを意識する
第 5 条 民児協の方針を組織として決定し、行政や住民等にも周知する
第 6 条 名簿などの個人情報の保管方法、更新方法を決めておく
第 7 条 情報共有のあり方を決めておく
第 8 条 委員同士の支え合い、民児協による委員支援を重視する
第 9 条 支援が必要な人に、支援が届くように配慮する
第 10 条 孤立を防ぎ、地域の絆の維持や再構築を働きかける

①トップページ／（右上）民生委員・児童委員／民児協関係者専用ページ
②パスワード（半角数字）20131201
③「２. 活動強化方策および委員活動に関する指針、方針等（PDF）」

3 ｜都民連だより 令和 5 年 7 月（第 59 巻 1 号）



大
田
区
嶺
町
地
区
民
児

協
で
は
、
子
育
て
サ
ロ
ン

「
み
ね
ま
ち
子
育
て
サ
ー
ク

ル
」
を
主
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
サ
ロ
ン
は
20
年
ほ
ど

前
か
ら
月
１
回
開
催
し
、

毎
回
20
～
30
組
の
親
子
が

集
っ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
中
止
と
な
り
、

再
開
で
き
な
い
状
況
が
続

き
ま
し
た
。

相
談
・
交
流
の
場
を
な

く
し
、
保
護
者
の
不
安
も
大

き
い
だ
ろ
う
と
対
応
策
を

検
討
し
、
令
和
３
年
４
月
に

開
始
し
た
の
が
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
で
す
。

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
は
、
離

乳
食
の
進
め
方
や
歯
の
手

入
れ
、
ふ
れ
あ
い
遊
び
の
動 

      

画
紹
介
や
支
援
先
の
案
内
、

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
実
施
し

ま
し
た
。
す
る
と
大
好
評

で
、
登
録
者
は
１
０
０
名
を

越
え
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
子
育

て
サ
ー
ク
ル
も
開
催
し
、
コ

ロ
ナ
禍
で
周
囲
と
の
交
流

が
持
て
な
か
っ
た
親
子
に

と
て
も
喜
ば
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、
感
染
対
策
に

配
慮
し
た
上
で
、
集
合
の
み

で
サ
ロ
ン
を
再
開
し
て
い

ま
す
。

な
お
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

は
情
報
発
信
用
ツ
ー
ル
と

し
て
継
続
的
に
活
用
中
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
新
た
に

生
ま
れ
た
情
報
提
供
の
仕

組
み
を
生
か
す
こ
と
と
し
、

区
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ

な
が
る
よ
う
に
設
定
し
て

い
る
た
め
、
サ
ロ
ン
の
参

加
が
難
し
い
ご
家
庭
も
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
さ
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
ま
す
。

「
子
育
て
家
庭
に
必
要
な

情
報
を
届
け
る
こ
と
」「
孤

立
せ
ず
、
楽
し
く
子
育
て

し
て
も
ら
う
こ
と
」
を
目
指

し
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
ま
で
の
重
点
事
業
で
あ
る
「
東
京
版 

活
動
強
化
方
策
」
に
引
き
付
け
て
、
各
地
区
の

実
践
活
動
の
参
考
と
な
る
よ
う
、
都
内
民
児
協
を
は
じ
め
、
他
県
民
児
協
の
取
り
組
み
や
関
係
機
関

の
事
業
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

新新

強
化
方
策
活
動
紹
介

強
化
方
策
活
動
紹
介

子
ど
も
・
子
育
て
家
庭
を
育
む

今
号
の

テ
ー
マ

！！
オ
ン
ラ
イ
ン	

子
育
て
サ
ー
ク
ル

-

大
田
区
嶺
町
地
区	

	

民
児
協-

柱	

❹

東京版
活動強化方策の
５本の柱

	 ❺	地域をむすぶ
〔協働による地域福祉活動〕

	 ❹	子どもを育む
〔児童委員活動の充実〕

	 ❸	組織を活かす
〔民児協組織の強化〕

	 ❷	チームで動く
〔班体制の確立〕

	 ❶	支援力を高める
〔個別支援活動の向上〕
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八
王
子
市
第
３
地
区
民
児
協
で

は
、
児
童
館
が
主
催
す
る
「
こ
ど

も
シ
テ
ィ
」
の
運
営
に
協
力
し
て

い
ま
す
。
こ
ど
も
シ
テ
ィ
は
商
業

ビ
ル
や
市
民
セ
ン
タ
ー
等
を
会
場

に
、
毎
年
３
月
に
１
日
だ
け
誕
生

す
る
「
こ
ど
も
の
町
」
で
、
20
ほ

ど
の
ブ
ー
ス
に
多
様
な
お
店
が
あ

り
ま
す
。

会
場
を
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち

は
、
こ
ど
も
シ
テ
ィ
内
の
仮
想
役

所
で
住
民
登
録
を
し
、
同
じ
く
仮

想
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
仕
事
を
紹

介
し
て
も
ら
い
、
職
業
体
験
を
し

ま
す
。
職
業
体
験
後
は
会
場
内

だ
け
で
使
え
る
お
金
が
も
ら
え
、

ゲ
ー
ム
な
ど
が
で
き
る
仕
組
み

で
、「
働
く
」「
遊
ぶ
」
を
何
度
も

繰
り
返
し
な
が
ら
、
楽
し
く
過
ご

し
ま
す
。

特
徴
は
、
企
画
・
運
営
の
中
心

が
有
志
の
中
高
生
で
あ
る
こ
と
。

民
生
児
童
委
員
は
、
ブ
ー
ス
の

担
当
者
と
し
て
中
高
生
と
共
に
活

動
し
ま
す
。
運
営
の
フ
ォ
ロ
ー
と
、

参
加
者
の
見
守
り
が
大
き
な
役
割

で
す
。
例
年
は
、
乳
幼
児
や
親
子

連
れ
の
来
場
も
多
く
、
子
育
て
相

談
に
応
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
参
加
対
象
を

小
学
生
に
限
定
し
ま
し
た
が
、
参

加
者
数
は
３
５
０
名
を
超
え
る
ほ

ど
の
大
盛
況
で
し
た
。

「
ゲ
ー
ム
の
お
金
が
足
り
な
い

よ
。
ア
ル
バ
イ
ト
し
て
き
て
ね
」

と
の
声
掛
け
に
お
仕
事
ブ
ー
ス
に

向
か
う
子
ど
も
た
ち
。
笑
顔
あ
ふ

れ
る
そ
の
姿
に
、
活
動
の
喜
び
と

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

滋
賀
県
で
は
社
会
的
養
護
（
※
）

の
経
験
者
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
生

き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
子
ど
も
・
若

者
を
地
域
で
支
え
る
「
地
域
養
護
」

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
令
和

３
年
３
月
に
発
足
し
た
、
滋
賀
県

地
域
養
護
推
進
協
議
会
。
民
生
児

童
委
員
を
含
む
福
祉
関
係
者
や
就

労
、
司
法
、
企
業
等
の
関
係
団
体

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
守
山
市
内

の
「
マ
ザ
ー
ボ
ー
ド
」
に
拠
点
を

設
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

マ
ザ
ー
ボ
ー

ド
は
、
仕
事
や

学
校
帰
り
に
立

ち
寄
る
こ
と
が

で
き
る
他
、
毎

月
最
終
土
日
の

２
日
間
、
社
会
的
養
護
経
験
者
の

自
立
支
援
を
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
主
催
で

若
者
食
堂
を
開
催
。
参
加
者
は
一

緒
に
料
理
を

し
、
テ
ー
ブ
ル

を
囲
ん
で
食
事

を
し
ま
す
。
食

後
は
講
師
を
招

い
て
、
金
銭
管

理
な
ど
の
生

活
に
必
要
な
こ
と
を
学
ぶ
勉
強
会

や
、
イ
ン
ク
ア
ー
ト
の
よ
う
な
楽

し
い
講
座
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
し
ん
ど
さ
を
抱
え
た
若

者
の
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
、

本
人
だ
け
で
な
く
、
行
政
や
学
校

を
経
由
し
て
相
談
が
く
る
こ
と

も
。
生
活
支
援
、
就
労
支
援
の
他
、

必
要
に
応
じ
て
医
療
や
司
法
に
つ

な
い
で
い
ま
す
。

昨
年
12
月
、
彦
根
市
内
に
新
た

な
拠
点
を
開
設
し
ま
し
た
。
２
カ

所
と
な
っ
た
拠
点
か
ら
、
よ
り
一

層
、
若
者
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
シ
テ
ィ	

	

へ
の
協
力

-

八
王
子
市
第
３
地
区
民
児
協-

滋
賀
県
地
域
養
護

	

推
進
協
議
会

	
-

滋
賀
県-

柱	

❹

柱	

❹

※社会的養護：児童養護施設や里親家庭等
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令
和
４
年
度
は
一
斉
改
選
の

年
と
な
り
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍

で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
こ
れ
ま

で
の
２
年
間
の
経
験
を
元
に
、

地
域
と
つ
な
が
り
続
け
る
た
め

の
新
た
な
手
法
や
工
夫
を
重

ね
、
地
道
な
活
動
が
各
地
区
で

積
極
的
か
つ
継
続
的
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
東
京
都
民
生
児
童
委
員
連
合

会
に
お
い
て
も
、
強
化
方
策
の

推
進
を
念
頭
に
置
き
、
着
実
に

事
業
を
遂
行
し
ま
し
た
。

引
き
継
ぎ
実
施
率
100
％�

　

一
斉
改
選
に
際
し
、
各
地
区

で
適
切
に
引
き
継
ぎ
が
行
わ
れ

る
よ
う
、
強
化
月
間
を
設
け
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、「
一
斉

改
選
に
伴
う
引
き
継
ぎ
方
針
」

を
強
化
方
策
に
引
き
付
け
た
内

容
に
改
訂
し
、
周
知
す
る
と
と

も
に
、
３
年
間
の
活
動
の
振
り

返
り
と
次
期
へ
の

展
望
を
促
す
チ
ラ

シ
を
全
委
員
に
配

布
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
都
内
全
地
区

（
59
区
市
町
村
民
児
協
）
で
引

き
継
ぎ
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

受
託
研
修
は
実
施
方
法
を
工
夫

　
コ
ロ
ナ
禍
の

状
況
を
踏
ま

え
、年
度
当
初

よ
り
、集
合
形

式
、動
画
視
聴

形
式
、
動
画
配
信
形
式
、
資
料

配
布
形
式
の
４
つ
の
形
態
に
整

理
し
て
各
種
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。
集
合
形
式
で
は
感
染
対

策
に
配
慮
し
た
上
で
、
わ
ず
か

な
時
間
で
あ
っ
て
も
参
加
者
同

士
が
交
流
す
る
時
間
を
設
け
、

他
地
区
の
活
動
か
ら
学
び
や
気

付
き
を
得
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し

ま
し
た
。
動
画
配
信
形
式
で
は

ワ
ー
ク
や
事
例
紹
介
を
織
り
交

ぜ
、
能
動
的
な
学
習
の
機
会
と

な
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、

１
コ
マ
30
分
以
内
に
編
集
す
る

こ
と
で
、
視
聴
の
負
担
軽
減
に

つ
な
げ
ま
し
た
。

３
年
ぶ
り
の
都
大
会
の
開
催�

　
第
76
回
都
大
会
は
規
模
を
縮

小
し
た
も
の
の
、東
京
都
知
事
、

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合

会
会
長
、
東
京
都
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
の
出
席
の
も
と
、
集

合
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
記
念

講
演
で
は
多
文
化
共
生
を
テ
ー

マ
に
外
国
人
と
関
わ
る
際
の
心

構
え
や
「
や
さ
し
い
日
本
語
」

の
活
用
な
ど
活
動
の
ヒ
ン
ト
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
た
な
福
祉
課
題
も
意
識�

　

近
年
課
題
と
な
っ
て
い
る 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
も
注
目

し
、
普
及
・
啓
発
活
動
で
は
、

若
年
層
を
対
象
に
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
と
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
の

広
告
掲
示
を
行
い
、
広
告
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
と
つ
な
が
る
特
設

ペ
ー
ジ
（
活
動
内
容
と
民
児
協

事
務
局
の
連
絡
先
を
掲
載
）
の

訪
問
者
数
は
８
万
２
３
７
６
人

に
上
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
単
位
民
児
協
会
長
を

対
象
と
し
た
協
議
員
研
修
会
で

も
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
地
域
活
動
の
一

助
と
し
ま
し
た
。

モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ｃ
の
配
布�

　
東
京
都
の
補
助
事
業
と
し
て

取
り
組
ん
だ
「
デ
ジ
タ
ル
機
器

導
入
に
よ
る
民
生
児
童
委
員
活

動
支
援
事
業
」
で
は
、
都
内
約

１
万
人
の
委
員
に
モ
バ
イ
ル
Ｐ

Ｃ
を
配
布
し
、
２
～
３
月
に
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。オ
フ
ラ

イ
ン
で
も
活
用
で
き
る
資
料
と

し
て
、活
動
記
録
の
付
け
方
や

動
画
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
製
・
準

備
し
た
他
、常
時
各
地
区
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
に
対
応
し
ま
し
た
。

令
和
4
年
度

　
令
和
５
年
５
月
24
日
、
な
か
の
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
大
ホ
ー
ル 

に
て
令
和
５
年
度
第
１
回
協
議
員
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
事
業
報
告
・
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、 

一
部
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。
そ
の
他
の
事
業
、
詳
細
に

つ
い
て
は
別
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
度�

春
の
叙
勲・褒
章
受
章
者�

�

の
ご
紹
介

瑞
宝
双
光
章

　
矢
島 

和
美 

様
（
武
蔵
野
市
）

瑞
宝
単
光
章

　
大
熊 

え
み
子 

様（
八
王
子
市
）

　
野
尻 

三
重
子 

様（
港
区
）

藍
綬
褒
章

　
塩
川 

光
子 

様
（
三
鷹
市
）

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

事
業
報
告
・
決
算

都民連
通信
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　東社協地域福祉部地域福祉担当では、2022 年 9 月に
区市町村社協を対象とする「コロナ禍で顕在化した地域
課題への区市町村社協の取組み状況」アンケートを実施
しました。これは、21 年度に行ったコロナ禍における地
域課題に関する調査から明らかになった「これまでは把
握されていなかったが、コロナ禍で顕在化した新たな地
域課題」と「地域活動の担い手と今後の活動のあり方へ
の影響」の現状と主な取組みを把握・共有することを目
的にしています。
　〈表〉に挙げた地域課題（一部抜粋）に対しては、社協
だけでの解決は困難であり、重層的支援体制整備事業や
社会福祉法人のネットワークによる取組みの活用など、
多様な主体と連携・協働していくことが
求められています。
　結果の詳細はホームページに公開して
いる他、右記の QR コードからもご覧い
ただけます。

　浅沼さんの営む三宅島唯一のコ
インランドリーに集まる子どもた
ち。洗濯物のお手伝い？　ではあ
りません。持ってきた宿題をした
り、ボードゲームを借りて遊んだ
り。畳み台を囲んだ椅子があるこ
とで、子どもたちが学び・遊べる
場となっています。
　「誰もが気兼ねなく集える場所
やつながりをつくりたい」という
思いから、ご自身のお子さんが小
学生になったことを機に始めたこ
の場所。保護者が安心して小さ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な子どもを連れて来ることができ
るよう、おもちゃや絵本を置いた
キッズスペースも設置していま
す。また、コインランドリーの開
業後に同敷地内の建物で始めた学
習塾は、空き時間に社会福祉団体
や住民の文化活動などに貸し出し
ており、子どもから大人まで多様

な地域住民が足を運びます。
　話しやすい雰囲気の浅沼さんに
はさまざまな声が届きます。今は

「居場所がほしい」という話を受
けて、学習塾に隣接したカフェの
開設を計画中。多くの人が愛着を
持つ場所となるよう、準備をして
います。
　そんな浅沼さんのさらなる目標
は農業への挑戦！　元農家の方を
先生に、障がいのある方や子ども
たちと農作業体験をしたいと考え
ています。収穫物をカフェで出せ
るようになるといいなといつもの
笑顔で話します。

三宅島民生児童委員

浅
あさぬま
沼�里

り
沙
さ
さん

〈表〉一部抜粋
Ⅰ�これまでは把握されていなかったが、コロナ禍で顕在化した新たな地域課題

❶�外国籍居住者
• 地域とのつながりの不足と生活上の課題
• 外国にルーツを持つ子の子育て支援の課題 など

❷�生活困窮・特例貸付
• 貸付だけでは生活の立て直しが困難
• 相談につながりにくい生活困窮者 など

❸�子育て、子ども・若者支援
• 子育て家庭の孤立感・負担感の顕在化
• 生活の困窮する子育て世帯の増加 など

❹�複合的な課題
• コロナ禍の孤立や孤独が課題をより複雑化　
• 潜在化している課題が発見されずに複合化 など

Ⅱ�コロナ禍を通じて顕在化した地域課題の担い手と今後の活動のあり方への影響

❶�地域活動の再開
• 活動停止が長期化し、再開できず解散する活動がある
• デジタル化による情報の取得や発信に格差 など

❷�地域における大学・企業等との連携
• コロナ禍で活動の受入れ先が限られる
• 活動に継続性を持たせることが難しい など

❹�小中高生等の次世代育成や福祉教育
• コロナ禍で体験型の活動の機会が減少
• 地域社会での多様な人との関わりが減少 など

東社協コーナー 東京の地域福祉の動きや調査結果などを
お伝えします。

東京都社会福祉協議会

誰もが集う場とつながりを

この人

キラリ

▼  調査結果 
報告書 PDF

|��コロナ禍で顕在化した� �
地域課題への対応方策
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　東京で平成 23 年に誕生したミンジーは、
全国の民児協でも大活躍中！　現在、14 の 
ご当地ミンジーもいます。今回ご紹介するのは 
広島県のご当地ミンジー。本紙のどこかに 
隠れているので、ぜひ探してみてね！

[答え] P.3.4.6.8　計4広島ミンジー
「【相談・支援件数】の記入のポイント」

　民生児童委員が住民に対して支援活動を行った際は、問題の解決のいか
んにかかわらず活動記録に記入します。今回は、さまざまな状況下での住
民への相談・支援について、記入の仕方をまとめました。

【記入のポイント】
①②⇒ 調査やサロンへの参加など、他の活動中に住民から個別相談を受けた場合は、「相談・支援件数」に忘れず記入しましょう。
③⇒　 住民からの電話連絡を受けた後、その日のうちに訪問した場合は、電話と訪問を一体と捉えて「その他（８）」にまと

めて１件と記入してください。
④⇒　  相談・支援が一日で終了せず、翌日以降も対応する場合は、その都度活動記録に記入することになります。

どこに
いるのかな？

　ご当地ミンジー第一号は広島県
で、平成29 年民生委員制度100 周
年の折に誕生しました。
　真っ赤な広島東洋カープ色の T
シャツに、頭の上には同色の可愛い
もみじ饅頭の飾りがポイント♪縁起
の良い宮島名物しゃもじを手に、民
生児童委員活動を応援しています！

相談・支援は、民生児童委員活動の要です。
活動後は記録に分類・記入する習慣をつけましょう。
平素の地道な活動内容を記録することで
ご自分の担当区域の特徴が見えたり、
後で振り返る際の参考材料にもなります。

相談・ 
支援件数

その他の
活動回数

訪問
回数

連絡 
調整 
回数 活 　

動 　
日 　
数

内　
　
容

分　
　
野

調
査
・
実
態
把
握

行
事
・
事
業
・
会
議

へ
の
参
加
・
協
力

そ

の

他

そ

の

他

の

関

係

機

関

活　動　概　要 (1) (2) (8) (10) (11)

① 高齢者実態調査のためにＡさん宅を訪問したところ、ご自身
の体調不良について相談された。 (3) (16) ◯

②
子育てサロン（児童館主催）に参加した折に、参加者Ｂさん
から「初めての子育てで不安。自信が持てず、どうしたらよ
いか」と相談を受けた。

(4) (18) ◯

③
午前中にＣさんから「介護保険サービス料について知りたい。
家に来てほしい」と連絡があったので、当日の夕方ご自宅に
伺って話を聞いた。

(2) (16) ◯

④ ③の翌日、役所でＣさんの相談について具体的な情報を得た
後、再度Ｃさん宅を訪問し、聞き取った内容を伝えた。 (2) (16) ◯

・�編集委員  
佐藤 せつ子（港区） 倉田 ゆかり（北区） 
井出 満寿美（大田区） 名取 貴子（練馬区） 
松丸 恵都子（江戸川区） 武田 洋子（稲城市） 
宮﨑 邦子（国分寺市） 井出 亜紀（西東京市） 
髙橋 悦子（武蔵村山市）
・編集協力　 中村 喜美子（都民連副会長：都民連だより担当）

・�編集後記  
　今号の表紙は小笠原・父島の海へと神輿を担ぐ
勇壮な「小笠原神社例大祭」の夏らしい風景です。 
同じ東京都でもなかなか訪れることのできない地域
での民生児童委員活動はどのような様子なのかと思
いをはせ、また近隣の区市町村であってもさまざま
な取り組みがあることを「都民連だより」の中に発
見できるのは、とてもありがたいと感じています。  
　これからも皆様の活動に役立ち、かつ楽しんでい
ただける紙面作りを目指してまいります。 
 倉田 ゆかり
・�発行  
東京都民生児童委員連合会�  
〒162-0823 新宿区神楽河岸 1-1 セントラルプラザ 4F 
TEL：03（3235）1163　FAX：03（3235）1169 
E-Mail：tominren@tcsw.tvac.or.jp  
年４回発行　印刷：前田印刷株式会社

第1回 赤がポイント�～広島県～

ご当地
ミンジー
を探せ！

活動記録�
　　あれこれ
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人件費
35,678,884

事業費
1,143,157,450

事務費
5,009,413

助成金
1,710,000

負担金
26,413,880その他の支出

5,030,509
積立資産支出
10,000,000

資金収支差額
15,684,308

その他の収入
1,183,077

事業収入・負担金収入
47,315,247

補助金収入
1,129,315,920

都民連会費
64,870,200

収入
1,242,684,444

支出
1,242,684,444

（単位：円）

収入
3,983,800

支出
3,983,800

（単位：円）
助成金支出
3,983,800

拠点区分間
繰入金収入
2,983,800

共同募金
配分金収入
1,000,000

収入
57,158,243

支出
57,158,243

（単位：円）

人件費支出
19,891,936

事業費支出
34,512,560

事務費支出
1,807,956

拠点区分間
繰入金支出
945,791

受託金収入
57,158,243

Ｓ
広
告
掲
出
の
他
、
配
布
用
グ
ッ 


